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第
二
に
、非
製
造
業（
金
融
機
関
除
き
）の

四-

六
月
期
の
企
業
利
益
は
依
然
と
し
て
ピ

ー
ク
水
準
に
あ
る
。も
っ
と
も
、七-

九
月
期

以
降
、落
ち
込
ん
で
い
る
と
見
ら
れ
る
。先
の

日
銀
短
観
で
は
二
〇
〇
八
年
度
上
期
は
一

五
％
程
度
の
減
益
見
込
み
で
あ
る
。

第
三
に
、
図
か
ら
は
イ
メ
ー
ジ
し
か
つ
か

め
な
い
が
、
前
回
不
況
期
の
ボ
ト
ム
で
あ
っ
た

二
〇
〇
二
年
当
時
と
比
較
す
れ
ば
、
〇
八
年

四-

六
月
期
の
利
益
水
準
は
製
造
業
で
二
・

二
倍
、
非
製
造
業
で
一
・
五
倍
に
達
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
当
分
、
世
界
経
済
の
混

乱
の
影
響
を
最
大
限
受
け
て
減
益
が

続
く
と
し
て
も
、
企
業
利
益
の
水
準
が

二
〇
〇
二
年
当
時

を
下
回
る
に
は
ま

だ
ま
だ
距
離
感
が

あ
る
。
ま
し
て
や
、
企
業

全
体
が
赤
字
に
陥
り
、

純
資
産
を
大
き
く
毀
損

す
る
状
態
を
想
定
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、一
〇
月
の

株
価
水
準
は
異
常
な
安

値
ま
で
売
ら
れ
た
と
評

価
で
き
る
。現
金
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
換
金
売
り

が
大
量
に
発
生
し
た
こ

と
、価
格
の
下
落
が
損
切
り
の
売
り
を
も
た

ら
し
た
こ
と
、売
ら
れ
過
ぎ
だ
と
評
価
で
き

た
と
し
て
も
大
手
の
投
資
家
に
は
現
金
が
枯

渇
し
て
い
た
た
め
に
買
い
余
力
が
な
か
っ
た
こ

と
等
、売
り
が
売
り
を
呼
ぶ
状
況
に
陥
っ
た

の
で
あ
る
。

別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
現
在
、
現
金
さ
え

あ
れ
ば
絶
好
の
買
場
が
到
来
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
体
経
済
の
状
態
か

ら
し
て
、
ま
だ
ま
だ
波
乱
は
あ
ろ
う
。
し
か

し
、中
長
期
的
な
観
点
か
ら
銘
柄
を
選
択
し
、

買
い
を
入
れ
る
こ
と
に
大
き
な
リ
ス
ク
は
な

い
。企
業
の
戦
略
と
し
て
、自
己
株
式
購
入
や

M
&
A
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

年
夏
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
が

発
端
と
な
っ
た
世
界
的
な
金
融
危

機
に
よ
り
、
株
価
が
急
落
し
て
い
る
。
日
本
も

例
外
で
は
な
く
、
一
〇
月
に
入
り
、
日
経
平

均
株
価
は
瞬
間
六
、九
九
四
円
ま
で
下
落
し

た
。
終
値
ベ
ー
ス
で
の
安
値
は
二
七
日
の
七
、

一
六
二
円
だ
っ
た
。
昨
年
七
月
の
最
高
値
一

八
、二
六
一
円
と
比
較
し
て
六
割
以
上
の
下

落
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
二
〇
〇
三
年
当
時
の

バ
ブ
ル
後
の
最
安
値
七
、六
〇
七
円
を
も
下

回
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
株
価
の
下
落
は
正
常
な
も
の
な
の
か
。

一
〇
月
末
現
在
、
東
証
一
部
上
場
銘
柄
の

平
均
的
な
姿
は
、
株
価
収
益
率（
P
E
R
、株

価
／
一
株
当
た
り
当
期
純
利
益
）で
一
一
倍

台
、
純
資
産
倍
率（
P
B
R
、株
価
／
一
株
当

た
り
純
資
産
）で
一
倍
を
切
る
と
こ
ろ
ま
で

低
下
し
て
い
る
。全
銘
柄
の
平
均
的
な
P
B
R

が
一
倍
を
割
る
の
は
、
日
本
の
大
企
業
の
す

べ
て
が
大
赤
字
を
出
し
て
倒
産
し
、
資
産
の

換
金
処
分
に
走
る
事
態
を
想
定
し
な
い
か

ぎ
り
あ
り
え
な
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
〇

月
末
の
日
経
平
均
は
八
、五
七
六
円
で
あ
り
、

一
〇
月
の
最
安
値
水
準
か
ら
約
二
割
反
発

し
て
い
る
か
ら
、
一
時
は
さ
ら
に
売
り
叩
か

れ
て
い
た
わ
け
だ
。

で
は
、
大
企
業
の
業
績
は
ど
う
な
の
か
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
れ
ば
、
今
後
、
相
当
の

減
益
を
予
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、

依
然
と
し
て
利
益
水
準
は
高
い
。
つ
ま
り
、
企

業
業
績
の
観
点
か
ら
評
価
し
て
も
、
現

在
の
株
価
水
準
は
売
ら
れ
過
ぎ
だ
。

図
に
大
企
業（
資
本
金
一
〇
億
円
以

上
）の
営
業
利
益
の
推
移（
前
年
同
期

比
）を
示
し
て
お
い
た
。
元
デ
ー
タ
は
財

務
省
の
法
人
企
業
統
計
で
あ
り
、
二
〇

〇
八
年
四-

六
月
期
ま
で
判
明
し
て
い
る
。
こ

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
に
、
製
造
業
の
四-

六
月
期
は
前
年

同
月
比
で
一
割
以
上
の
減
益
で
あ
る
。
夏
場

以
降
、
円
高
が
急
速
に
進
み
、
ま
た
世
界
経

済
が
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

現
在
は
二
割
を
超
す
減
益
に
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
ち
な
み
に
、
日
銀
短
観（
九
月
調
査
）

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
度
上
期
の
大
企
業

は
前
年
同
期
比
二
割
程
度
の
減
益
見
込
み

で
あ
る
。
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資料：財務省「法人企業統計」に基づいて作成。�

●大企業の営業利益の推移�

M A R K E T  E Y E


